

































































































































































































































































































































乾燥減量 灰　分 ペオニフロリン アルビフロリン
2年目
4年目
局方値
6．1±0．3％
9．2±0．3
14．0％以下
3．2±0．2％
（3．1）
3．8±0．5
（3．3）
6．5％以下
3．19±0．32％
（3．06）
2．77±0．30
（2．34）
2．0％以上
0．71±0．17％
（1．00）
0．60±0．07
（0．69）
数値は平均値±標準偏差（η＝11）
括弧内の数値は全国平均値
になることに起因するη．2年目の試料は4年目の試料よ
り皮の比率が大きいため，両成分の含量が高い値を示した
ものと推察される．
　なお，両配糖体の定量に当たっては乾燥減量を求めてい
．ない県も多く，乾燥物に換算した苛薬に対し各々の含量を
算出したか否かが不明であるため，定量値の比較は行えな
かった．
4．北海道におけるシャクヤク栽培
　シャクヤクは中国東北部からシベリアにかけての寒い地
域に分布する植物で，わが国には自生しない．寒暖いずれ
の地域でも生育する広域適応性を持つが，寒地に原産する
こと，病害が少ないこと，根茎が大きく収穫に大型農機が
適することなどから寒地適応型植物に分類されている8・9）．
実際，北海道におけるシャクヤク栽培の歴史は古く，天明
元年（1781）には既に栽培されていた記録がある．しかし，
薬用の目的で富良野において栽培が開始されたのは大正時
代のことであり，その後，北見，訓子府，佐呂間地方にも
広まった9）．平成14年には音更町，美瑛町，風連町で栽
培され，生産量は44．8tであった5）．
　国立衛生試験所北海道薬用植物栽培試験場（現独立行
政法人医薬基盤研究所薬用植物資源研究センター北海道研
究部）の畠山らは，根の収量が多く，成分が安定して高い
薬用品種の育成を目指して昭和44年から研究を開始し，
平成8年に比較的多収量（乾燥根平均収量163kg／a）で
ペオニフロリン含量が安定して高い（3．9～4．8％）「北宰
相」を選抜した10川．この研究は現在も継続されている12）．
　このように，シャクヤクは現在でも北海道における重要
な薬用植物の一つであるが，今後，北海道においてさらに
普及が図られるべき作目の一つと考えられている8）．
　今回用いた「梵天」は，奈良県で栽培され薬用品種とし
ては最良と言われる品種で，茎数が多く，草丈は低く倒伏
しにくく，病害虫に対して強健で昂る．根の生育がよく収
量が多いが，ペオニフロリン含量は低く，アルビフロリン
を含有するという特徴を有している3，B）．
　本データが，本道におけるシャクヤク栽培の新品種導入，
栽培法の改良などの一助となれば幸いである．
　終りに臨み，本事業の実施に当たりご協力頂いた北海道
保健福祉部薬務課佐々木行脚製薬振興係長，医務薬務課高
橋裕之主査（製薬振興），三瓶　徹主査（製薬振興）（共に
当時）及び吉野邦夫主査（製薬振興），植付けにご協力頂
いた当所食品薬品部薬用資源科青柳光敏研究職員（当時，
現食品科学科），収穫にご協力頂いた食品薬品部小川廣
部長，兼俊明夫主任研究員及び前田悦子非常勤職員に深謝
します．
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